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●
市
原
市
文
化
祭
入
選
！ 

 

第
四
十
八
回
市
原
市
文
化
祭
に
お
い
て
、
第
二
十
四

回
市
原
市
短
歌
大
会
と
第
六
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
俳
句

の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
生
徒
が
国
語

の
授
業
で
創
作
し
た
作
品
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年

を
上
回
る
八
名
の
生
徒
が
入
選
い
た
し
ま
し
た
。 

◆
市
原
市
文
化
祭
短
歌
大
会
高
校
生
の
部 

 

○
地
賞 

 
 

 
 

 
 

三
年 

和
田 

俊
哉 

 

夏
の
夜
虫
も
鳴
き
や
む
こ
の
時
間 

 
 

二
人
を
照
ら
す
線
香
花
火 

 

○
人
賞 

 
 

 
 

 
 

一
年 

中
村 

 

栞 

 
 

 

絶
対
に
勝
っ
て
み
せ
る
ぞ
先
生
に 

 
 

 
 

気
合
を
込
め
て
今
日
も
竹
刀
振
る 

 

○
優
良
賞 

 
 

 
 

 

一
年 
新
井 

玲
那 

 
 

 

背
伸
び
し
て
浴
衣
着
て
み
た
祭
り
の
日 

 
 

 
 

少
し
で
も
彼
の
目
を
引
き
た
く
て 

 

○
優
良
賞 

 
 

 
 

 

一
年 

成
田 

直
也 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
の
部
活
休
ま
ず
頑
張
っ
て 

 
 

 
 

六
キ
ロ
痩
せ
た
初
め
て
の
夏 

◆
市
原
市
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
生
俳
句
の
部 

 

○
俳
句
協
会
賞 

 
 

 

一
年 

柗
原 

 

真 

 
 

 

思
い
出
の
分
だ
け
黒
い
日
焼
け
だ
ね 

 

○
市
議
会
議
長
賞 

 
 

一
年 

猪
野 

涼
太 

 
 

 

体
落
と
し
綺
麗
に
決
ま
り
秋
の
朝 

 

○
教
育
長
賞 

 
 

 
 

一
年 

エ
メ
セ
ス
タ
ン
ヤ 

 
 

 

喧
嘩
し
て
怒
ら
れ
な
が
ら
梨
を
む
く 

 

○
実
行
委
員
長
賞 

 
 

一
年 

伊
東 

風
音 

 
 

 

部
活
終
え
大
夕
焼
け
の
帰
り
道 

 

な
お
、
十
月

二
十
六
日
（
日
）
、

十

一

月

三

日

（
日
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
市
民
会

館
会
議
室
と
サ

ン
プ
ラ
ザ
市
原

研
修
室
に
お
い

て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
入
賞
し

た
生
徒
が
賞
状

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

●
教
育
委
員
会
委
員
来
校 

十
月
二
十
九
日
（
水
）
、 

本
校
の
取
り
組
み
や
生
徒

の
様
子
を
視
察
す
る
た
め
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
金

本
正
武
委
員
長
を
始
め
、
五
名
の
教
育
委
員
が
来
校
さ

れ
ま
し
た
。
本
校
職
員
と
の
意
見
交
換
後
、
一
年
生
四

ク
ラ
ス
の
六
時
間
目
の｢

道
徳｣

の
授
業
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。 

四
ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
読
み
物
資
料
や
映
像
教
材
を

使
っ
て
授
業
を
す
る
中
、
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
教
育
委

員
の
京
谷
和
幸
さ
ん
が
出
演
す
る
映
像
教
材｢

青
春
の

ホ
イ
ー
ル｣

を
使
っ
て
の
授
業
が
展
開
さ
れ
、
活
気
あ
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
映
像
教
材｢

青
春
の
ホ
イ
ー
ル｣

は
、
事
故
で
生
き
る
望
み
を
失
い
、
自
暴
自
棄
に
振
る

舞
う
主
人
公
が
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
チ
ー

ム
メ
ー
ト
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
し
、
苦
悩
や
絶
望
か
ら
の
脱
却
と
心
の
弱

さ
を
克
服
し
て
よ
り
よ

く
生
き
よ
う
と
努
力
す

る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
社
会
に
お

け
る
自
分
の
在
り
方
や

生
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
教
材

で
す
。 

 

教
育
委
員
の
方
々
は
、

四
つ
の
ク
ラ
ス
を
回
っ

て
熱
心
に
視
察
を
さ
れ
、

落
ち
着
い
た
授
業
風
景

と
校
内
外
の
美
し
い
環
境
に
感
心
さ
れ
な
が
ら
、
本
校

を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

●
高
校
生
理
科
研
究
発
表
会 

 

九
月
二
十
七
日
（
土
）
、
千
葉
大
学
に
お
い
て
「
高
校

生
理
科
研
究
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら
多
く
の
学
校
が
参
加
し
、
本
校
か
ら
は
自
然
科
学
部

の
生
徒
四
名
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
理
科
研
究
発
表
会
は
、
全
体
で
三
百
九
件
の

ポ
ス
タ
ー
発
表
と
な
り
、
初
出
場
の
本
校
も
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
入
賞
で
き
る
よ
う
に
引
き

続
き
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
部
活
動
報
告 

 

本
校
部
活
動
の
主
な
成
績
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

 

新
人
戦
地
区
予
選 

 
 

団
体
戦 

準
優
勝 

個
人
戦 

小
田
川
・
山
本
ペ
ア 

ベ
ス
ト
四
進
出 

 

新
人
戦
県
大
会 

団
体
戦 

出
場 

個
人
戦 

小
田
川
・
山
本
ペ
ア 

二
回
戦
進
出 

◆
柔
道
部 

 

新
人
戦
地
区
大
会 

九
十
ｋ
ｇ
級 

秋
元
政
毅 

準
優
勝
（
県
大
会
へ
） 

●
秋
空
の
緑
風
祭 

 

九
月
二
十
六
日
（
金
）
二
十
七
日
（
土
）
に
、
緑
風

祭
文
化
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
六
日
は
午
後
か

ら
の
校
内
公
開
、
二
十
七
日
は
終
日
一
般
公
開
で
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
ダ
ン
ス
発
表
が
二
団
体
、
映
像
部
門
が

二
団
体
と
、
近
年
緑
高
校
で
盛
り

上
が
っ
た
企
画
を
行
う
団
体
が
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
委
員
は

木
製
の
巨
大
な
校
門
ア
ー
チ
を
作

り
、
そ
の
迫
力
は
圧
巻
で
し
た
。

最
優
秀
賞
を
と
っ
た
三
年
Ｂ
組
は
、

身
の
回
り
に
あ
る
道
具
を
使
っ
て

リ
ズ
ム
を
作
り
、
流
行
の
曲
で
ダ

ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
練
習
を
積

み
、
団
結
し
た
雰
囲
気
が
観
客
を

巻
き
込
み
、
感
動
的
な
シ
ョ
ー
タ

イ
ム
に
な
り
ま
し
た
。 

 

十
月
三
日
（
金
）
に
は
、
緑
風

祭
体
育
の
部
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
徒
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
各
競
技

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
赤
・
青
・

黄
・
白
の
四
色
に
分
か
れ
、
応
援
に
も
熱
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
学
年
の
違
い
を
越
え
て
、
円
陣
を
組
ん
で
「
チ

ー
ム
ジ
ャ
ン
プ
」（
大
縄
跳
び
）
な
ど
の
団
体
競
技
に
臨

む
姿
や
、
懸
命
の
応
援
を
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
優
勝
は
赤
組
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、
閉

会
式
で
は
、
ど
の
生
徒
も
充
実
し
た
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。 

●
二
学
年
・
・
・
長
崎
の
想
い
出 

 

十
一
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、
二
泊
三
日
の
日
程
で

長
崎
・
福
岡
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

羽
田
空
港
か
ら
飛
行
機
で
九
州
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、

初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
生
徒
も
多
く
、
離
陸
の
際
は
一

同
興
奮
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
長
崎
空
港
到
着
後
、
平
和
公
園
で
献
花
・

黙
祷
を
捧
げ
、
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
の
ち
原
子
爆

弾
の
被
害
と
平
和
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
、
長
崎
市
内
で
の
班
別
研
修
を
行
い
、

グ
ラ
バ
ー
園
や
大
浦
天
主
堂
な
ど
を
班
ご
と
に
廻
り
学

習
し
ま
し
た
。
午
後
は
個
人
で
選
択
し
た
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
軍
艦
島
見
学
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
な
ど
の

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
三
日
目
は
、
福
岡
タ
ワ
ー

を
訪
れ
、
博
多
の
町
並
み
や
博
多
湾
を
一
望
し
て
福
岡

の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

千
葉
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
の

三
日
間
を
と
お

し
て
、
仲
間
と

の
親
睦
も
深
ま

り
、
と
て
も
充

実
し
た
修
学
旅

行
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生

か
し
、
こ
れ
か

ら
は
緑
高
校
を

牽
引
し
て
い
く

気
概
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

（
二
学
年
担
任 

長
崎
） 

●
年
末
年
始
の
予
定
（
抜
粋
） 

十
二
月
八
日(

月)

～
十
一
日(

木)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
学
期
期
末
考
査 

 
 

十
二
日(

金)

・
十
五
日(

月)

・
十
六
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

答
案
指
導 

 
 

十
七
日(

水)
 

芸
術
鑑
賞
会
（
本
校
体
育
館
） 

 

二
十
二
日(

月)
 

第
二
学
期
終
業
式 

一
月 

七
日(

水)
 

第
三
学
期
始
業
式 

入賞を果たした生徒たち 

道徳授業での１コマ 

平和公園にて 


